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タンパク分子のなかのアミノ酸の順番の読み方

小布施力史 奈良先端科学技術大学院大学バイオサイエンス研究科出展責任者
所 属

どの生命体でも遺伝情報は設計図とし

てDNAにしまわれており、このDNAは膨

大な種類と数のタンパク分子の生産を

指示します。タンパク分子のあるものは

細胞の構造を形作る材料として、またあ

るものは触媒やモーターとなって細胞の

行動を決めます。どの生物でも同じ２０種

類のアミノ酸がつながってタンパク分子

をつくっています。その順番はさまざまで、

それがタンパク分子の機能を決めていま

す。私たちは研究の過程で、着目したタ

ンパク質がどのようなアミノ酸の順番で

できあがっていて、どの遺伝子に記述さ

れているか知る必要があります。私たち

はアミノ酸の順番を読むために、２０種類

のアミノ酸の重さがそれぞれ異なることを

利用します。それに加えて、最近はゲノム

の配列情報を利用して、より早く、より微

量のタンパク分子について解読が可能

になってきました。このポスターではタン

パク分子のなかのアミノ酸の順番の読

み方を説明しようと思います。
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細胞内の化学物質を全て測定する

西岡孝明 京都大学大学院農学研究科出展責任者
所 属

私たちのからだの中では食物から化学反

応によって生命の維持に必要な1,800

以上の代謝物質と化学エネルギーをつ

くりだしています。ちょうど高速道路や国

道が都市を結んでいるように、化学反応

のネットワーク（代謝経路）をとおして代

謝物質がつくられます。ゲノムにはこれら

の化学反応を助ける酵素蛋白質の遺伝

子がコードされています。

ストレスや病気に対抗して代謝物質の

量を一定に維持したり、逆に激しい運動

をする場合には増加させたり、というよう

に代謝はダイナミックに変動します。これ

はホルモンや神経系を介して酵素遺伝

子の発現を調節することによっておこな

われます。

遺伝病や生活習慣病は、遺伝子の変異

や食物の摂取の偏りによって代謝物質

の量のバランスが崩れたり異常な代謝

物質が蓄積することに原因するとされて

います。この研究課題ではこれらの原因

を明らかにして治療方法を見つけるため

に必要な、細胞内の代謝物質の量を測

定する化学分析法を開発しています。こ

の分析法は微生物や植物で有用な物

質を人為的につくりだす代謝工学にも利

用できますし、そのデータは細胞活動の

コンピュータシミュレーションにも利用さ

れます。
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私たち生物の細胞には様々なタンパク

質が存在し、細胞の働きに大切な役割

を果たしています。しかし、実際にはいっ

たい何種類ぐらいのタンパク質が細胞に

存在するのかよくわかっていません。２次

元電気泳動法は今から２７年前に開発さ

れた古い手法ですが、最近、ゲノム情報

が解読されたことから細胞のタンパク質

を調べる重要な手段となりました。この

方法を使うと細胞のひとつひとつのタン

パク質がまるで夜空に瞬く星のように見

えます（図１）。また、大きな２次元電気泳

動装置を使うと、大きな望遠鏡で星空を

見た時のように、いままで見えていなかっ

た細胞のタンパク質たちが見えてきます。

そこでわたしたちはできるだけ大きな２次

元電気泳動装置を作って（図２、右）、細

胞のタンパク質を観察しています。この

ようにして細胞のタンパク質を調べるこ

とにより、細胞の働きのしくみが分子の

レベルで解ってくるものと期待されてい

ます。また、ガン細胞など病気に特有の

蛋白質が見つかり、病気の診断や治療

法の開発に役立てることができるかもし

れません。

ポスターでは２次元電気泳動法をわかり

やすく解説します。

細胞のタンパク質をみる天体望遠鏡？：
２次元電気泳動法

稲垣直之 奈良先端科学技術大学院大学バイオサイエンス研究科出展責任者
所 属
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葉緑体は、光合成を行う植物に特有の

細胞内小器官で、独自の DNA ゲノムと

遺伝子発現系を持つ。光合成は大気中

の CO2 を吸収して、人間を含む地球上

のほぼ全ての生命現象の源である有機

物と酸素を供給する最も重要な生化学

反応である。光合成や葉緑体ゲノムを研

究することは、今後の地球規模でのエネ

ルギー問題、環境や食糧問題を考える

上で、極めて重要な意味を持つ。葉緑体

ゲノムの全構造は、タバコ（Nicotiana

tabacum）で最も早く決定され、その後、

様々な種で決定されたが、葉緑体 DNA

の全塩基配列を決定しても、その正しい

情報を全て理解できないことがわかった。

それは、DNA から RNA に転写される際

に RNAエディティングといわれる現象が

あり、RNA 上で塩基配列の一部が変化

するからである。

葉緑体ゲノムは、どのような構造をしてい

るのか？RNA エディティングとは、どのよ

うな現象なのか？ぜひポスターを見ながら

質問してください。

グリーンの葉緑体にもゲノムは存在する

杉浦昌弘 名古屋市立大学大学院システム自然科学研究科出展責任者
所 属
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ゲノムで迫る細胞の働き
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代謝反応のネットワーク（KEGGデータベース
http://www.genome.ad.jpから引用）

（図1）２次元電気泳動法
で見た細胞のタンパク質

たち（部分）
（図2）２次元電気泳動装置


